
本人の訴え

周りからの報告

保護者からの報告

アンケート調査

日頃の様子

地域からの通報

いじめ解消への確認

・いじめに係る行為が止んでいること

３ヶ月の見守り期間を経て判断する

当該生徒への振り返り指導・見守り 各担当教員の情報共有

保護者との連携 組織的・継続的に対応

令和４年度　新潟県立高田商業高等学校　いじめ対応の流れ

　いじめ防止防止対策推進法のいじめの定義に基づき、令和３年度にいじめを認知した件数は

８件です。今年度もいじめ防止対策推進法の指針をもとに、いじめ防止のための教育相談や生

徒指導体制等の体制を整え、いじめの早期発見とそれに対する迅速な対応に取り組んでいきま

す。

　なお、令和４年度の本校におけるいじめ発生時の対応は以下のような取り組みをおこないま

す。

令和３年度　いじめ認知件数について

（参考）「いじめ防止対策推進法」（定義）

第二条　この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人

的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であっ

て、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

・いじめを受けた生徒が心身の苦痛を感じていないこと

いじめ対応の流れ

聞き取り調査

いじめ対策委員会

いじめを行った生徒保護者との連携

周囲の生徒いじめを行った生徒

事実関係の把握 事実関係の把握

  早期対応

 　 協働体制確立

指導方針の共通理解

いじめ認知 教育委員会報告

  初期対応を丁寧に

指導・支援対応

初期対応

全面的な支援

事実関係の報告

信頼関係の確立

事実関係の把握

安全の確保

いじめを受けた生徒 保護者との連携

いじめの未然防止に向けた積極的な取り組み

人権意識を高める道徳教育　　いじめ問題を解決できる学級指導の充実

いじめの態様に応じた

指導・支援

いじめを受けた生徒

学級での指導

いじめを許さない心

いじめを起こさせない力の育成

プロジェクトチームによ

る支援

指導方針の伝達


